
２０２３年度 事 業 報 告 
 
 

Ⅰ 会  議 
 
１ 監 査 会     2023年6月5日   京都ＪＡビルＢ１ １０２会議室 

2022年度事業実施状況および会計処理の執行状況について監査をうけ、適正と認め
られた。 

 

２ 理 事 会 

（１）第１回理事会  2023年6月 13日  上鳥羽事務所及び各役員Ｗeb会議対応拠点 

第１号議案 2022年度事業報告並びに収支決算について 
第２号議案 2023年度会費の賦課並びに徴収方法について 
第３号議案 定時総会の開催について 
第４号議案 附帯決議 

  

（２）第２回理事会  2023年 11月 10日 書面開催 

   第１号議案 「肉用子牛生産者補給金業務規程」の改正について 

   第２号議案 諸規程の一部改正について 

 

 （３）第３回理事会  2024年 3月 29日 京都ＪＡビル特別会議室 

   第１号議案 2023年度収支補正予算について 

   第２号議案 2024年度事業計画並びに収支予算について 

   第３号議案 2024年度資金調達及び設備投資の見込みについて 

   第４号議案 2024年度借入金最高限度額並びに資金預入先金融機関の決定 

について 

   第５号議案 附帯決議 

   （報告事項） 

・2023年度事業進捗状況の報告について 

 

３ 総   会 

（１）2023年度定時総会  2023年6月30日 京都ＪＡビル特別会議室 

第１号議案 2022年度事業報告並びに収支決算について 

第２号議案 2023年度会費の賦課並びに徴収方法について 

第３号議案 附帯決議 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 会員の状況 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 事業の実施状況 

〔公益目的事業〕 

 

１ 肉用子牛生産者補給金事業                   （農畜産業振興機構 補助事業） 

 

第７業務対象期間の４年目の今年度は黒毛和種子牛の平均取引価格が保証基準価格

を下回ったことで21年ぶりに発動となった。 

その他肉専用種については、年間平均価格が保証基準価格を下回ったことで、１頭

当たり90,510円（前年67,630円）の補給金があるが、対象牛がいないため、本会で

の補給金の発動はない。 

 

（１）保証基準価格、合理化目標価格 

保証基準価格 ：肉用子牛の再生産を確保することを旨として定める。 

合理化目標価格：肉用子牛生産の合理化によりその実現を図ることに必要な生産費

を基準として定める。 

 

品種区分 保証基準価格 合理化目標価格 

黒 毛 和 種 556,000円 439,000円 

その他肉専 325,000円 256,000円 

乳  用  種 164,000円 110,000円 

区分 
会      員     数 

備      考 
2022年度 増 減 2023年度 

正会員 16 0 0 16 
 

 

準会員 11 0 0 11 
 

 

計 27 0 0 27  



（２）生産者積立金の造成に係る契約肉用子牛頭数             (単位：頭) 

 

（３）生産者積立金の造成状況                   （単位：頭、円） 

区   分 
１頭当り 

積立金額 
頭数 

負  担  区  分 

生産者 

（1/4） 

京都府 

（1/4） 

機  構 

（1/2） 
計 

黒毛和種 1,600 448 

      

179,200 

 

  

179,200 

 

 

358,400 

 

 

716,800 

 

 

その他肉専 

 

18,800 0 0 0 0 0 

計  448 179,200 179,200 358,400 716,800 

 

（４）2023年度肉用子牛生産者補給金交付単価一覧表          （単価：円） 

区   分 黒毛和種 その他肉専用種 備考 

2023年4月～6月 － 

 
生産者補給金の交付判定

黒毛和種：四半期毎 

その他肉専用種：年度毎 

2023年7月～9月 34,400 

2023年10月～12月 33,500 

2024年1月～3月 － 

2023年4月～2024年3月  90,510 

      

期 間 黒毛和種 その他肉専用種 乳用種 合 計 

2023年 1月 44 0 0 44 

2 42 0 0 42 

3 38 0 0 38 

4 31 0 0 31 

  5 38 0 0 38 

6 34 0 0 34 

7 38 0 0 38 

8 37 0 0 37 

9 47 0 0 47 

10 19 0 0 19 

11 39 0 0 39 

12 41 0 0 41 

合 計 448 0 0 448 



（５）2023年度肉用子牛生産者補給金交付実績            （単位：頭、円） 

区   分 
黒 毛 和 種 その他肉専用種  

備  考 頭数 交付金額 頭数 交付金額 

2023年4月～6月 － －  

生産者補給金の交付判定

黒毛和種：四半期毎 

その他肉専用種：年度毎 

2023年7月～9月 77 2,648,800 

2023年10月～12月 86 2,881,000 

2024年1月～3月 － － 

2023年4月～ 

2024年3月 
 - - 

計 163 5,529,800 - -  

      

 

１-１ 肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業   （農畜産業振興機構 補助事業） 

 

肉用子牛生産者補給金制度の業務の適正な運営を図るため、事務委託先における 

対象子牛の個体登録、販売保留の確認等の業務を委託し、電算システムの活用や事 

務委託先での書類点検を実施して適正な業務推進に努めた。 

      事業費  413,118円 

 

１-２ 肉用子牛生産者補給金制度運営体制整備強化事業 

（農畜産業振興機構 補助事業） 

 

市中金利の低下に伴い、基本財産の運用益が減少しているため、独立行政法人農 

畜産業振興機構から支援を受けて事業運営の円滑化を図った。 

事業費  5,289,000円 

 

 

２ 肉用牛肥育経営安定交付金制度事業            （農畜産業振興機構 補助事業） 

 

肉用牛肥育経営安定交付金制度は、畜産経営の安定に関する法律（昭和３６年法律

第１８３号）に基づく法律制度であり、標準的販売価格が標準的生産費を下回った場

合に、肉用牛の生産者に対し、その差額の９割を交付金として交付することにより、

肉用牛の生産者の経営に及ぼす影響を緩和することを目的として、肉用牛の交付金の

交付等業務を実施した。 

 

（１）事業の内容 

毎月の肥育牛１頭当り粗収益（全国平均）が生産費（全国平均）を下回った場合に、

肥育牛生産者に補填金を交付する。 

①  拠出割合      生産者：国＝１：３ 

②  業務対象年間    2022年4月1日～2025年3月31日 



③ 補てん割合     １頭当の標準的販売価格と標準的生産費との差額分の９割 

④ 負担金単価                  (単位：円) 

品 種 区 分 
積 立 金 

生産者 機 構 計 

肉専用種 
2022年度単価 8,000 24,000 32,000 

2023年度単価 13,000 39,000 52,000 

交 雑 種 
2022年度単価 19,000 57,000 76,000 

2023年度単価 17,000 51,000 68,000 

乳 用 種 
2022年度単価 19,000 57,000 76,000 

2023年度単価 14,000 42,000 56,000 

 

（２）生産者積立金納付頭数及び積立金納付額                     (単位：頭､円) 

区 分 年 月 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種 計 

2023年度 

第1四半期 

4月 
－ － － 

    169 
165 4 0 

5月 
3 － － 

237 
231 3 0 

6月 
－ － － 

256 
251 5 0 

第2四半期 

7月 
― － － 

191 
186 5 0 

8月 
－ － － 

211 
208 3 0 

9月 
－ － － 

203 
199 4 0 

第3四半期 

10月 
－ － － 

215 
213 2 0 

11月 
－ － － 

173 
168 5 0 

12月 
－ － － 

157 
154 3 0 

第4四半期 

1月 
－ － － 

171 
167 4 0 

2月 
－ － － 

176 
176 0 0 

3月      －      －      － 165 



164 1         0 

当期造成頭数計 
3 0 0 

2,324 
2,282 39 0 

負担金納付額 
負担金単価 

8,000 19,000 19,000 
  ― 

13,000 17,000 14,000 

積立額 29,690,000 663,000 0 30,353,000 

 ※上段は2022年4月適用単価分、下段は2023年4月適用単価（法制化） 

  

（３） 交付金の交付状況                   （単位：戸、頭、円) 

区  分 対象戸数 交付頭数 交付金単価 交付金額 

肉
専
用
種 

2022年度  １月期 10 114 4901.2 558,734 

２月期 9 149 2534.4 377,621 

３月期 9 154 96147.0 14,806,638 

2023年度  ４月期 0 0 0 0 

５月期 9 144 60228.0 8,672,832 

６月期 8 141 84583.8 11,926,312 

７月期 10 182 93456.9 17,009,151 

８月期 10 152 106081.2 16,124,339 

９月期 8 141 139282.2 19,638,787 

１０月期 10 188 111732.3 21,005,667 

１１月期 9 223 29952.0 6,679,296 

１２月期 10 222 54738.9 12,152,032 

１月期 8 134 67512.8 9,046,712 

計 110 1,944 ― 137,998,121 

交
雑
種 

2022年度  １月期 0 0 4645.6 0 

２月期 0 0 5429.5 0 

３月期 1 7 10440.0 73,080 

2023年度  ４月期 0 0 0 0 

５月期 0 0 13933.8 0 

６月期 1 13 45225.0 587,925 

７月期 2 6 45701.1 274,206 

８月期 1 1 56643.3 56,643 

９月期 1 1 53065.8 53,065 

１０月期 2 3 51198.3 153,594 

１１月期 1 1 16210.8 16,210 

１２月期 0 0 0 0 

１月期 0 0 0 0 



計 9 32 ― 1,214,723 

乳
用
種 

2022年度  １月期 0 0 4592.5 0 

２月期 0 0 5496.1 0 

３月期 0 0 56792.7 0 

2023年度  ４月期 0 0 45047.7 0 

５月期 0 0 45099.0 0 

６月期 0 0 32263.2 0 

７月期 0 0 37302.3 0 

８月期 0 0 32547.6 0 

９月期 0 0 0 0 

１０月期 0 0 0   0 

１１月期 0 0 0 0 

１２月期 0 0 6732.9 0 

１月期 0 0 9112.7 0 

計 0 0 ― 0  

合 
 

計 

 

2022年度  １月期 10 114 ― 558,734 

２月期 9 149 － 377,621 

３月期 10 161 － 14,879,718 

2023年度  ４月期 0 0 － 0 

５月期 9 144 － 8,672,832 

６月期 9 154 － 12,514,237 

７月期 12 188 － 17,283,357 

８月期 11 153 － 16,180,982 

９月期 9 142 － 19,691,852 

１０月期 12 191 － 21,159,261 

１１月期 10 224 － 6,695,506 

１２月期 10 222 － 12,152,032 

１月期 8 134 － 9,046,712 

計 119 1,976 － A 139,212,844 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）肥育安定基金の管理状況                     （単位：円） 

区  分 肉専用種 交 雑 種 乳 用 種 合  計 

期首残高(A) 20,496,209 1,300,746 0 21,796,955 

2023

年度

造成

額 

基金造成頭数 
3 0 0 

2,324 
2,282 39 0 

生産者 

積立金 

単価 
8,000 19,000 19,000 

－ 
13,000 17,000 14,000 

金額 29,690,000 663,000 0 30,353,000 

合  計(B) 29,690,000 663,000 0 30,353,000 

果実収入(C) 216 13 0 229 

補てん金交付額(D) 34,499,562 303,685 0 B 34,803,247 

機構返還額（Ｅ） 0 0 0 0 

生産者無事戻し額（Ｆ） 0  0  0 0 

期末残高 

（(A)+(B)+(C)-(D)-（Ｅ）-（Ｆ）） 
15,686,863 1,660,074 0 17,346,937 

                         本会支出額 104,409,597円（ A－B ） 

 

３ 肉用牛肥育経営安定交付金制度業務受託事業（肉用牛肥育経営安定推進） 

（農畜産業振興機構 受託事業） 

肉用牛肥育経営の安定を図るため肉用牛肥育経営安定交付金制度の基金造成並び 

に補てん業務等を円滑に推進する次の事業を実施した。 

 

（１）事業の内容 

① 生産者負担金の徴収及び機構補助金の交付請求により、肥育安定基金を造成して補

填の発動に備えるとともに、月毎に肥育牛１頭当りの標準的販売価格が標準的生産費

を下回った場合に、肥育牛生産者に補填金交付を行った。 

② 適正な事業執行のため、事務委託先等への調査指導を実施した。 

③ 事業の円滑な推進のため、電算システムを活用して事業対象登録牛の管理等を実施

した。 

事業費 6,197,310円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔収益事業〕 

 

１ 地域畜産経営支援体制整備事業              （京都府 受託事業） 

  

畜産経営体の経営管理能力向上及び生産技術の高度化指導に加え、畜産経営に関する

情報の提供を行い、経営感覚に優れた経営体の育成を図った。                                        

事業費 3,244,000円 

 

（１）畜産経営体支援指導研究会等の開催 

回数 開催年月日 
出席

者数 
構成機関 調査・研究・検討内容 

第1回 2023. 7. 10 16 

京都府、窓口相談員、非常

勤コンサルタント団、関係

機関、本協会 

支援指導に係る対象経営の選定、指導

内容等の検討、生産技術・経営管理技

術・流通消費・環境等の改善指導方策

等の調査・研究 

（２）地域における相談窓口の設置        

配置実績  延べ83日   配置人数：南丹（１名）、中丹（１名）、丹後（１名） 

 

（３）畜産経営技術の総合支援指導 

① 畜産コンサルタント団員の組織 

畜産コンサルタント団の組織状況 

区   分 員数（人） 備  考 

総括畜産コンサルタント ２ 本協会職員 

畜産コンサルタント ２ 本協会職員、役員 

非常勤畜産コンサルタント １７ 畜産指導機関、学識経験者 

計 ２１  

 

② 個別支援指導の実施 

個別指導実施件数                          （件） 

区  分 経営改善指導 
経営管理 

技術指導 
生産技術指導 計 

酪   農 4 4 8 16 

肉 用 牛 4 6 20 30 

養   豚 8 4 6 18 

養   鶏 4 1 1 6 

計 20 16 36 72 



（４）畜産経営関係情報のホームページ（ＨＰ）による提供 

畜産経営体を支援するため、京都府のホームページ「京都の畜産ひろば」の更新、

拡充により畜産経営関係情報を提供した。 

   ・ ホームページ「京都の畜産ひろば」の管理・運営 

   ・ 市況情報をデータベース化して提供 

・  ホームページ開設以来初めて本格的にリニューアル 

 

１－１ 畜産コンサルタント等職員設置事業          （京都府 補助事業） 

   

高度な技術を基礎とした生産性の高い畜産経営の健全な発展を支援するため、畜産経

営診断を実施できる畜産コンサルタントを設置した。 

補助金 1,078,000円 

                                         

１－２ 総括畜産コンサルタント職員設置事業         （京都府 補助事業） 

   

畜産経営診断等に関する高度な技術と豊富な知識を有する職員を配置し、畜産経営技

術指導体制を整備強化するため総括畜産コンサルタントを設置した。 

                              補助金 4,186,000円 

 

２ 地域畜産支援指導等体制強化事業        (地方競馬全国協会 補助事業) 

 

  地域畜産支援体制整備事業(畜産コンサルタント事業)、地域畜産理解醸成事業、地域

畜産ブランド創出事業、馬事・畜産普及啓発推進事業を実施することにより、担い手の

育成・確保、府内畜産物の消費者への普及啓発、地域ブランド畜産物の生産体制の確立

と普及啓発、地方競馬に対する理解の醸成と畜産の普及啓発の推進を図った。 

 補助金等 17,123,508円 

 

３ 乳用牛群検定関連事業    （国、京都府、家畜改良事業団 補助事業、受託事業） 

 

乳用牛群の能力向上により酪農経営の安定を図るため、乳用牛群検定組合を組織し、

酪農家及び検定員を対象に牛群検定の普及、検定員の技能の向上、検定農家における

牛群検定情報の活用の促進を図るとともに、乳用牛群検定推進会議を開催し円滑な取

り組みに向け情報の共有を行った。 

また、乳用種雄牛の後代検定の的確な推進を図るため調整交配に取り組んだ。 

 

（１）牛群検定組合の概要                   （単位：戸） 

 南丹牛群検定組合 北部牛群検定組合 合  計 

組 合 員 数 ８ １４ ２２ 

自家検定農家数 ７ ０ ７ 

立会検定農家数 １ １４ １５ 

 



（２）事業の概要 

① 酪農生産性向上･奨励対策事業（京都府補助事業） 

個体ごとのデータの把握による乳用牛群の能力向上を通じて酪農経営の安定を図る

取組を支援した。 

補助金 2,308,000円 

  （単位：円） 

組 合 名 事 業 費 うち補助金 備    考 

南丹牛群検定組合 1,861,786 778,829 検定員謝金、旅費、乳成分

検査、電算センター負担金

等の支援 等 北部牛群検定組合 2,869,754 1,396,671 

本 協 会 254,545 132,500 
検定用通信機器の通信費、

維持管理費用 等 

合  計 4,986,085 2,308,000  

 

② 牛群検定補助事業（家畜改良事業団 受託事業） 

酪農経営の生産性向上を図るため、調整交配や後代検定データの収集等を実施した。 

（単位：円） 

事 業 名 事 業 費 うち補助金 内  容 

乳用種雄牛後代検定事業 24,556 24,556 調整交配精液の保管輸送等 

合   計 24,556 24,556  

 

乳用牛の遺伝子情報を用いたゲノミック評価の元となる未経産牛のＳＮＰ検査 

サンプルの収集及び検査機関への送付を実施した。 

（単位：円） 

事 業 名 事 業 費 うち補助金 内  容 

乳用牛改良増殖推進事業 

（遺伝的能力向上対策）   
32,844 32,844 

後代検定娘牛等のＳＮＰ

検査用サンプルの採取と

送付 

合   計 32,844 32,844  

 

 

 

 

 

 



４ 酪農ヘルパー関連事業 

 

毎日の搾乳作業等周年拘束性が強い酪農経営における労働負担の軽減及び休日の確保

等を図り、ゆとりある持続性の高い酪農経営を実現するため、酪農ヘルパーの雇用環境

の整備、酪農家の傷病時における酪農ヘルパーの利用、酪農ヘルパー利用組合の組織運

営体制の強化等を総合的に推進した。 

 

（１）ヘルパー利用組合の概要 （単位；戸、人） 

組  合  名 農家数 雇用ヘルパー数 摘   要 

南 丹 酪 農 ヘ ル パ ー 利 用 組 合 ９ １  

丹 波 酪 農 ヘ ル パ ー 利 用 組 合 １０ ３  

中 丹 酪 農 ヘ ル パ ー 利 用 組 合 １０ ２  

丹 後 酪 農 ヘ ル パ ー 利 用 組 合 ４ １  

合  計 ３３ ７  

 

（２）事業費の内訳 

① 酪農経営安定化支援ヘルパー事業（農畜産業振興機構、 補助事業） 

ア 傷病時の利用の円滑化 

ヘルパー利用組合が互助組合を作り、傷病等により搾乳できない酪農家のヘルパ

ー利用料等を援助する場合に要する経費に補助した。 

イ 酪農ヘルパー利用組合の強化等 

ヘルパーの損害賠償保険の加入、広域利用調整等に要する経費を補助した。 

(単位：円) 

 

② 酪農経営安定化支援ヘルパー事業（農畜産業振興機構 受託事業） 

酪農経営安定化支援ヘルパー事業に係る酪農ヘルパーの利用実態調査及び推進指導

を行った。 

事業費  58,200円 

 

区   分 

傷病時利用の円滑化 利用組合の強化等 計 

事業費 うち補助金 事業費 うち補助金 事業費 うち補助金 

南丹酪農ヘルパー利用組合 0 0 219,822 109,911 219,822 109,911 

丹波酪農ヘルパー利用組合 0 0 252,440 126,220 252,440 126,220 

中丹酪農ヘルパー利用組合 0 0 919,215 459,607 919,215 459,607 

丹後酪農ヘルパー利用組合 0 0  69,360 34,680 69,360 34,680 

計 0 0 1,460,837 730,418 1,460,837 730,418 

本協会 0 0 489,910 489,910 489,910 489,910 

合 計 0 0 1,950,747 1,220,328 1,950,747 1,220,328 



③  酪農ヘルパー事業円滑化対策事業（独自基金 補助事業） 

   ヘルパーの出役補助として、車両の借上げに要する費用を補助した。 

（単位：円） 

区分 事 業 費 うち補助金 備    考 

南丹酪農ヘルパー利用組合 420,000 210,000 

 
丹波酪農ヘルパー利用組合 720,000 360,000 

中丹酪農ヘルパー利用組合 1,531,600 765,800 

丹後酪農ヘルパー利用組合 660,000 330,000 

合  計 3,331,600 1,665,800 
 

    

 

５ 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（機械導入） （中央畜産会 受託事業） 

     

中央畜産会が資金管理団体として行う、畜産・酪農家への機械導入事業について、 

府内の畜産クラスター協議会から「畜産クラスター計画」に基づいて機械導入（1/2 

リース）の要望があり、府域の窓口機関として事業参加要望書を取りまとめ、京都 

府と協議のうえ中央畜産会への申請を行った。                                           

委託費 1,548,000円 

 

６ 生産技術情報提供事業                （中央畜産会 受託事業） 

    

中央畜産会が実施する、家畜の遺伝的能力を最大限に発揮させるための家畜生産性 

に係るデータ収集に参画し、畜産コンサルタントで収集したデータの提供を行った。                                            

委託費 267,000円 

 

７ 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（全国推進）  （中央畜産会 受託事業） 

    

畜産クラスターに係る取組を推進するため、先進的な経営を対象とした経営内容の 

調査を行い、中央畜産会にデータの提供を行った。                                               

委託費 80,000円 

 

７－1 酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業（楽酪ＧＯ）（中央畜産会 委託事業） 

    

中央畜産会が実施する、酪農家における労働負担軽減・省力化に資する機械導入や

施設整備推進の取組と連携し、府域窓口機関として事業推進会議の開催、現地関係機

関への普及説明、連絡調整を行った。                                                                   

委託費 675,000円 

 

 

 



７－2 畜産経営体生産性向上対策事業（畜産ＩＣＴ）    （中央畜産会 受託事業） 

    

中央畜産会が実施する酪農・肉用牛経営における ICT等の新技術を活用した省力化

機械装置の導入の推進の取組と連携し、府域窓口機関として事業推進会議による普及

説明、京都府、関係機関・団体等との連絡調整を行った。                                                   

委託費 176,000円 

 

８ 肉用牛経営安定対策補完事業             （農畜産業振興機構 補助事業） 

 

肉用牛の生産振興対策として、肉用牛ヘルパー事業に取組み、子牛せり市での子牛

輸送費や市場引出費用などの振興対策について積極的に支援した。 

 

事業実施団体及び事業概要 （単位：円） 

区  分 実施団体名 事 業 内 容 
事業費 

 うち補助金 

１ 肉用牛 

ヘルパー推進 

ＪＡ京都和牛繁殖 

ヘルパー利用組合 
肉用牛ヘルパー利用推進 1,675,300 761,500 

２ 肉用牛 

推進指導 
京都府畜産振興協会 計画策定、推進指導費 244,240 244,240 

合  計 1,919,540 1,005,740 

肉用牛ヘルパー活動推進費は、ヘルパー利用組合が 1/2負担。 

 

９ 貸付事業指導等事業                      （畜産近代化リース協会 委託事業） 

 

貸付先は無くなったが、新規開拓のための近代化リース事業の説明を行い利用に向

けた推進を実施した。 

事業費  165,000円 

 

10 肉豚経営安定交付金制度に係る事務委託        （農畜産業振興機構 受託事業） 

 

肉豚経営安定交付金制度の第２業務対象年間（令和3年度～令和5年度）の最終年

度であり基金造成等の適正かつ円滑な事業に取組むとともに、制度の趣旨、内容の周

知徹底、生産者に対する指導、その他必要な支援に努めた。 

   

（１）肉豚経営安定交付金制度委託業務 

① 事業の内容 

生産者負担金の徴収及び適正な事業執行のため生産者への指導を実施した。 

 

 

 



（２） 肉豚経営安定交付金制度に係る事務委託事業 

① 契約頭数と生産者負担額（第2業務対象年間）      

（単位：戸、頭、円） 

年度 契約戸数 契約肉豚頭数 積立金単価 積立額 

2021年度4月～3月 2 14,560 400 5,824,000 

2022年度4月～3月 2 14,560 400 5,824,000 

2023年度4月～3月 2 14,560 400 5,824,000 

計 － 14,560 － 17,472,000 

    

② 補てん金交付実績                   （単位：頭、円） 

期  間 補てん金単価 対 象 頭 数 
補 て ん 金 

交 付 金 額 

第１四半期 0 0 0 

第２四半期 0 0 0 

第３四半期 0 0 0 

第４四半期 0 0 0 

合   計 0 0 0 

   

11 京のこだわり畜産物ブランド化推進事業                （京都府 受託事業） 

 

バイオセキュリティの向上とこだわりの生産活動に取り組む畜産農場を登録する

「京のこだわり畜産物生産農場等登録制度」を推進するため、登録制度の周知・普及

拡大、登録審査（現地確認、登録審査会等）等に取り組んだ。 

事業費  600,000円 

 

12 養豚経営安定対策補完事業                （農畜産業振興機構 補助事業） 

   

地域の養豚業における母豚の能力を向上させるため、純粋種豚等の導入を実施する 

地域の生産集団等に対し支援を行い、肉豚の生産性向上により生産コストの低減を図

った。 

                              事業費 1,310,245円 

 

13 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業(生産基盤拡大加速化) 

                     （全国肉用牛振興基金協会 奨励金事業） 

 

   和牛繁殖生産基盤を拡大する目的で、畜産クラスター計画に位置付けられた生産者に 

  増頭数（246千円／頭）・（飼養頭数 50頭以上の場合（175千円／頭））を奨励金交付す

る事業を実施した。 

 

 

 



                                  （単位：円） 

 取組主体（クラスター協議会名） 参加農家数 増頭数 奨励金合計額 

1 
ＪＡ京都和牛繁殖部会クラスタ

ー協議会 
６ ２１ ５，１６６，０００ 

   事業費（奨励金交付額 5,166,000円  委託費契約額 617,600円） 

 

14 地域畜産支援指導等体制強化事業       （地方競馬全国協会 受託事業） 

 

（１）畜産関係団体調整機能強化事業 

地域畜産関係団体との連携強化、生産者の組織化、生産者育成のための研修会開催

等、府内の生産者や関係団体との連携強化を図るための活動に対する支援を行った。 

                           委託費  600,000円 

（２）畜産経営相談窓口整備事業 

生産者等からの経営相談に応じるための畜産経営相談窓口を設置。設置のための総

括畜産コンサルタント、畜産コンサルタント、非常勤コンサルタント等に対する人件

費を支援するなど、地方競馬全国協会の補助を受けて府内畜産振興に資する目的に事

業を実施した。 

                           委託費 2,000,000円 

 

15 全国優良畜産経営管理技術発表会事業                （中央畜産会 受託事業） 

 

中央畜産会主催の会員団体等による支援活動を通じて明らかにされた優秀な実績を

収めている畜産経営の表彰と畜産経営支援活動の成果を広く普及する目的の全国優良

畜産経営管理技術発表会に本会から事例推薦を行なった 

事業費  80,000円 

 

16 畜産物輸出対応生産円滑化緊急対策事業     （日本畜産物輸出促進協会 受託事業） 

 

国の農林水産物等の輸出目標達成を目指し、輸出先の規制に沿った飼養衛生管理や

アニマルウェルフェア対応等、生産者の畜産物輸出に対する理解醸成を図るため日本

畜産物輸出促進協会からの受けて、資料配布及び関係団体への事業説明等を行った。 

 

事業費  264,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



17 事務局受託事業 

 

本協会の幅広い事業活動の推進、組織の強化を図るため、府内の畜産関係団体から

の受託事務および事業を実施した。 

 

（１）京都府養鶏協会事務局               受託費  300,000円 

（２）京都府馬事畜産振興協議会事務局          受託費     0円 

（３）全国和牛登録協会 京都府支部           受託費  750,000円 

（４）日本ホルスタイン登録協会 京都府支部       受託費    70,000円 

（５）京都府家畜人工授精師協会事務局          受託費   70,000円 

（６）京都府養豚協議会事務局              受託費 1,080,000円 


